












Construction of a Correspondence Table between Headwords of UniDic and Headwords of "Word List by Semantic Principles" 
KONDO Asuko (National Institute for Japanese Language and Linguistics) 












































図 1 分類番号の構造 
そして、この分類番号と分類項目の中をさらに分類する「段落番号」「小段落番号」、お
よび「小段落番号」内の配列順序を表す「語番号」のもとに 98,241の見出し2を配列するの
が分類語彙表 DBのデータである（表 1）。 










                                                        
2 分類語彙表 DB収録の全 101,070レコードから、書籍版の分割前の見出しであることを表すレコード種別


















体 活動 言語 話・談話 1.3131 1 1 1 話 はなし
体 活動 言語 話・談話 1.3131 1 1 2 話 わ
体 活動 言語 話・談話 1.3131 1 1 3 トーク とおく
体 活動 言語 話・談話 1.3131 1 2 1 談話 だんわ
体 活動 言語 話・談話 1.3131 1 2 2 談 だん
体 活動 言語 問答 1.3132 1 1 1 問答 もんどう
体 活動 言語 問答 1.3132 1 1 2 自問自答 じもんじとう
体 活動 言語 問答 1.3132 1 1 3 一問一答 いちもんいっとう
体 活動 言語 問答 1.3132 1 1 4 応酬 おうしゅう





















































 (A) 分類語彙表 DB見出しの「見出し本体」と UniDic語彙素の「語彙素」が一致する8 
(B) 分類語彙表 DB見出しの「読み」と UniDic語彙素の「語彙素読み」が一致する9 
(C) 分類語彙表 DB 見出しの「類」と UniDic 語彙素の「類」との対応（表 3）が一致す
る 








図 2 (A)～(C)による対応付け例 
ただし、以下の①～③の例外ルールを設け、(A)～(C)の条件が満たされなくとも同語とし
たものがある。 
① (A)の条件が満たされない場合でも、分類語彙表 DBの「分類項目」や UniDic語彙素に
対応づけられるコーパスの用例等を参照し、同語と判断される場合は同語とする（図
3）。 
                                                        
8 分類語彙表 DBの一部の「見出し本体」には「－周年」「…ている」のように UniDic語彙素の「語彙素」
との同定に不要な記号が含まれているため、この記号を除いたデータを作成し同定した。 




















見出し本体 読み 類 語彙素 語彙素読み 類





図 3 ①による対応付け例 
② (B)の条件が満たされない場合でも、分類語彙表 DB見出しの「読み」と UniDic語彙素
に所属する「語形」とが一致する場合は同語とする（図 4） 
 










2017年 1月現在、分類語彙表 DBの全見出しについて、ひととおり UniDic語彙素との同
語判別を終え、同語判別を保留している分類語彙表 DB 見出し約 700 を除き、分類語彙表




見出し本体 読み 類 分類項目 語彙素 語彙素読み 類
これ これ 体 こそあど 此 コレ 体
分類語彙表DB UniDic
見出し本体 読み 類 語彙素 語彙素読み 類 語形
依存 いそん 体 依存 イゾン 体 イソン
分類語彙表DB UniDic
見出し本体 読み 類 語彙素 語彙素読み 類 品詞
リアル リアル 相 リアル リアル 体
名詞-普通名詞
-形状詞可能





図 6 分類語彙表 DB 見出しが多、UniDic 語彙素が一の対応例 
このような分類語彙表 DB見出しが多で UniDic語彙素が一の対応は例が多く、分類語彙
表DB見出しと対応づけられたUniDic語彙素 50,122の 21%にあたる 10,490語彙素がそれぞ
れ複数の分類語彙表 DB見出しと対応づけられた。一つの UniDic語彙素に対して対応づけ
られる分類語彙表 DB見出しの最大数は 13にのぼる（表 4）。 
表 4 分類語彙表 DB 見出しと対応する UniDic 語彙素数 
 
逆に、分類語彙表 DB見出しが一で UniDic語彙素が多の対応の例を図 7にあげる。 
 
図 7 分類語彙表 DB 見出しが一、UniDic 語彙素が多の対応例 
このような分類語彙表 DB見出しが一で UniDic語彙素が多の対応は例が少なく、分類語
彙表 DBの 21見出しに限られ、対応づけられる UniDic語彙素の最大数も 2にとどまる。 
ところで、分類語彙表 DB全 98,241見出しの 35%に相当する 34,822見出しが UniDic語彙
見出し本体 読み 類 分類番号 分類項目 語彙素 語彙素読み 類
出す だす 用 2.3832 出版・放送 出す ダス 用
出す だす 用 2.3770 授受
出す だす 用 2.1531 出・出し
出す だす 用 2.1521 移動・発着
－出す だす 用 2.1502 開始
出す だす 用 2.1211 発生・復活





















見出し本体 読み 類 分類番号 分類項目 語彙素 語彙素読み 類















けられた UniDic語彙素数は 50,122であり、これは、UniDicに登録されている全 181,241語
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